
第
五
十
三
条
第
三
項
か
ら
第
五

項
ま
で

診
療
報
酬
の

介
護
の
報
酬
の

第
五
十
四
条
第
一
項

医
療
扶
助

介
護
扶
助

開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
、
医

師
、
薬
剤
師

開
設
者

診
療
録
、
帳
簿
書
類

帳
簿
書
類

第
七
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
の
規
定
中
読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項

病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬

局
の
開
設
者

助
産
師
又
は
あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧

師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
若
し
く
は
柔

道
整
復
師

第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
第
八

号

医
療

助
産
又
は
施
術

第
四
十
九
条
の
二
第
三
項

病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬

局

助
産
師
又
は
あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧

師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
若
し
く
は
柔

道
整
復
師

第
四
十
九
条
の
二
第
三
項
第
一

号

医
療

助
産
又
は
施
術

第
四
十
九
条
の
二
第
三
項
第
二

号

医
療
扶
助

出
産
扶
助
又
は
医
療
扶
助

医
療
を

助
産
又
は
施
術
を

第
五
十
条

の
医
療

の
助
産
又
は
施
術

第
五
十
一
条
第
二
項
第
一
号

第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
九

号

第
四
十
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
又
は

第
三
号

第
五
十
一
条
第
二
項
第
五
号

診
療
録

助
産
録

第
五
十
一
条
第
二
項
第
九
号

医
療
に

助
産
又
は
施
術
に

第
五
十
四
条
第
一
項

医
療
扶
助

出
産
扶
助
又
は
医
療
扶
助

診
療
録

助
産
録

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報

（
老
人
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

老
人
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」
を
「
若
し
く
は
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
」
に
改
め
、「
又
は
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
若
し
く
は
特
例
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
費
」
を
削
り
、「
係
る
者
」
の
下
に
「
又
は
同
法
の
規
定
に
よ
る
第
一
号
訪
問
事
業
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
も
の
を
利
用
す
る
者
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
介
護
予
防
（
同
法
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
介

護
予
防
訪
問
介
護
に
限
る
。）」
を
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
（
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第

一
号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
支
援
に
相
当
す
る
支
援
に

限
る
。）」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
、
介
護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
若
し
く
は
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

費
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
係
る
者
」
の
下
に
「
又
は
同
法
の
規
定
に
よ
る
第
一
号
通
所
事
業
で
あ
つ
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
利
用
す
る
者
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
又
は
介
護
予
防
（
同
法
第
八
条
の
二

第
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
及
び
同
条
第
十
五
項
」
を
「
、
介
護
予
防
（
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第

十
三
項
」
に
改
め
、「
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
限
る
。）」
の
下
に
「
又
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

（
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
も
の
に
よ
る
支
援
に
相
当
す
る
支
援
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
三
号
中
「
同
法
第
八
条
の
二
第
九
項
」
を
「
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
三
号
中
「
同
法
第
八
条
の
二
第
十
六
項
」
を
「
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
四
項
」に
改
め
る
。

第
四
条
第
三
号
中
「
同
法
第
八
条
の
二
第
十
七
項
」
を
「
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
で
き
る
も
の
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
一
号
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」
を
加

え
、「
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
又
は
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
を
「
若
し
く
は
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
若
し
く
は
第
一

号
訪
問
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
で
き
る
も
の
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
一
号
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
」
を
加
え
、「
、
介
護
予
防
通
所
介
護
又
は
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
」
を
「
若
し
く
は
介
護

予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
若
し
く
は
第
一
号
通
所
事
業
」
に
改
め
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
四
条
の
三
十
五
第
一
項
中
「
第
七
条
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
加
え
、「
及
び
第
二
十
三
条

の
二
」
を
「
、
第
二
十
三
条
の
二
並
び
に
第
二
十
七
条
の
二
」
に
、「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
第
五
項
」を「
第

六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
」
と
す
る
」
と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
五
項
中
「
病
院
の
開
設
」
と
あ
る
の
は

「
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
協
議
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
か
ら
、
病
院
の
開
設
」
と
、「
許
可
に
は
」

と
あ
る
の
は
「
許
可
に
」
と
、「
条
件
」
と
あ
る
の
は
「
条
件
を
付
す
る
よ
う
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
求
め
が

あ
つ
た
条
件
」
と
」
を
、「
同
条
第
三
項
」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
第
七
条
第
五
項
」

と
あ
る
の
は
「
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
四
条
の
三
十
五
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
七
条
第
五
項
」
と
、「
と
き
は
、」と
あ
る
の
は
「
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
に

協
議
す
る
も
の
と
し
、
当
該
都
道
府
県
知
事
か
ら
」
と
、「
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
期
限
」
と
あ

る
の
は
「
期
限
」
と
、「
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
勧
告
す
る
よ
う
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該

期
限
を
定
め
て
、
当
該
条
件
に
従
う
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
都
道
府
県
知
事
が
、
当
該
勧
告

の
求
め
を
行
う
と
き
は
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
と
き
は
、」

と
あ
る
の
は
「
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
に
協
議
す
る
も
の
と
し
、
当
該
都
道
府
県
知
事
か
ら
」
と
、「
都
道
府
県

医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
期
限
」
と
あ
る
の
は
「
期
限
」
と
、「
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
命

ず
る
よ
う
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
期
限
を
定
め
て
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。
当
該
都
道
府
県
知
事
が
、
当
該
命
令
の
求
め
を
行
う
と
き
は
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴

く
も
の
と
す
る
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
場
合
に
お
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
場
合
で
あ
つ
て
」
と
、「
と
き
」
と
あ
る

の
は
「
場
合
に
は
、
都
道
府
県
知
事
に
協
議
す
る
も
の
と
し
、
当
該
都
道
府
県
知
事
か
ら
そ
の
旨
を
公
表
す
る
よ
う

求
め
が
あ
つ
た
と
き
」
と
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
歯
科
技
工
士
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
）
の
項
中
「
第
一
条
」
を
「
第
一
条
の

二
」
に
改
め
る
。

（
児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
の
五
第
一
項
第
五
号
中
「
第
五
十
条
又
は
第
六
十
条
」
を
「
第
四
十
九
条
の
二
又
は
第
五
十
九
条
の

二
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
八
十
分
の
百
、同
法
第
五
十
条
第
一
項
又
は
第
六
十
条
第
一
項
」に
、「
あ

つ
て
は
、」を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、「
得
た
割
合
」
の
下
に
「
、
同
法
第
五
十
条
第
二
項
又
は
第
六
十
条
第
二
項
の

規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
百
分
の
百
を
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
百
分
の
八
十
を
超
え
百
分
の
百
以

下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
で
除
し
て
得
た
割
合
」
を
加
え
る
。
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